
課題番号 ：F-20-WS-0151 

利用形態 ：機器利用 

利用課題名（日本語） ：窒素終端ダイヤモンドから作製した配向NVアンサンブル 

Program Title (English) ：Aligned NV ensemble from nitrogen terminated diamond 

利用者名（日本語） ：立石哲也 1)) 

Username (English) ：T. Tatsuishi 1) 

所属名（日本語） ：1)早稲田大学大学院基幹理工学研究科 

Affiliation (English) ：1) School of Fundamental Science and Engineering, Waseda University 

キーワード／Keyword    ：ダイヤモンド、NVセンター、表面処理 

    

１．概要（Summary） 

ダ イ ヤ モ ン ド 中 の NV セ ン タ ー （ Diamond 

Nitrogen-Vacancy Center）は室温においてミリ秒を超

えるスピンコヒーレンス時間を有しているおり、高感度な磁

気センサへの応用が期待されている[1, 2]。さらなる磁気

センサの高感度には密集した NVセンター（NVアンサン

ブル）が必要になる[3]。しかしながら、NV 軸が揃ってい

ないNVアンサンブルは磁気センサとしての質を低下させ

る[4]。そこで、今回(111)窒素終端上にダイヤモンドを成

膜することでは軸が揃ったNVアンサンブルの作製に取り

組んだ。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・環境維持・制御装置 

【実験方法】 

 高純度ダイヤモンド基板の上に、分子線エピタキシー装

置を用いて、窒素ラジカル暴露処理を施した。その後、高

純度ダイヤモンドを 10nm堆積させた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

光検出磁気共鳴(ODMR)の共鳴周波数(dip)はNV軸

方向にかかる静磁場によって変化する。したがって、静磁

場を[111]方向に 3mT 印加して、ODMR を測定した。そ

の結果、Fig. 1 に示すように[111]軸に 100％配向した

NVアンサンブルが作成できた。  

 

Fig. 1 ODMR measurement results of the prepared 

NV ensemble 
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